
	
		
			
				[image: ]
			

			
				はじめての方へ	|新規ユーザー登録 ログイン
			

		

	
	

	
		
			
			
					
					
						

							
								

								
								
									
									 
								


								
								

								
								
								
								
								カテゴリ選択
								
								
					地域めぐり･まちあるき歴史文化スポット自然温泉・観光・食祭・イベント気になるスポット文化財・道具商品・工芸品食文化地域の記録旅れぽ文書記録写真記録講座等記録面白記事抄人物伝マンホール私の地域探究ようこそ上田！上田のelaborationプロジェクト研究地域学習研修記録公文書利用地域学講座藤本史料ピックアップ長大サミット20212020信州上田学Aテキスト2020信州上田学Bテキスト2021信州上田学A&Bテキスト2022信州上田学テキスト2023信州上田学テキストその他最初の投稿
								
								

						
							

							
						

					


						

登録リスト（該当：167件）
  ≪  1  2  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 戌の満水とは]	戌の満水とは	長野県千曲川流域の歴史的な洪水として、仁和４（８８８）年の洪水、弘化４（１８７４）年の善行寺地震の後の洪水がよく知られている。ところが、寛保２（１７４２）年の洪水「戌の満水」は、全国的にも近世以降最大の水害と呼ばれているのに知らない方が多い。
その理由の一つとして、昭和１６（１９４１）年に連続堤防が完成、大きな水害が激減し流域住民の洪水への恐れ、関心が急激に薄れてきていることが挙げられる。しかし、寛保の洪水が「未曽有の水害」「前代未聞の水害」といった表現のまま、流死者など具体的な被害実態が集計されてこなかったため、訴える力が弱かったこともある。
流死者は２８００人前後に達することが明らかになり、長野県内で被害が大きかった「三六災害」の死者は１０７人、不明が２９人である。現在の	2022-01-24
	2	[image: 湯田中駅周辺～楓の館・楓の湯～]	湯田中駅周辺～楓の館・楓の湯～	楓の館は昭和2年4月28日に開業した旧湯田中駅舎をリニューアルしたものである。
旧湯田中駅舎は志賀高原につなんだ山小屋風で、当時としてはとてもモダンで大変人気であった。
現在は駅舎としては利用されておらず、交流室や展示室として利用されている。
国土の歴史的景観に寄与しているとして、昭和2年に有形文化財に登録された。
この旧駅舎に楓の湯と呼ばれる温泉が隣接している。大人は300円で入湯できる。
またその旧駅舎前には無料で解放されている足湯がある。筆者は保育園の頃遠足で訪れ入った記憶がある。	2022-01-23
	3	[image: 小林昌人「蚕業の先駆者を輩出した上田市上塩尻の集落と民家」1990]	小林昌人「蚕業の先駆者を輩出した上田市上塩尻の集落と民家」1990	【左】テキストコード化版　【右】『信濃』誌記事コピー

蚕種製造の中心地であった上田市上塩尻の歴史的・文化財的価値について言及した論文は小林昌人氏（1931～2001、長野県松本市生まれ）の「蚕業の先駆者を輩出した上田市上塩尻の集落と民家」(1990)が最初ではないかと思われる。

ここにその論文を転載し、諸活動の参考にしていただきたい。『信濃』誌記事はコピーでは読みにくいため、テキストコード化も行った。

所載：『信濃』第42巻第1号 pp.23～35 信濃史学会 1990 年1 月
テキストコード化・文書整形：長野大学前川道博研究室 2018 年09 月13 日	2022-01-18
	4	[image: 上塩尻蚕種製造民家群、歴史資料の保全活用に関する課題]	上塩尻蚕種製造民家群、歴史資料の保全活用に関する課題	全国一の蚕種製造地であった塩尻地区（上塩尻、下塩尻、秋和）には蚕種製造民家が数多く残されている。過去に塩尻地区の蚕室民家の実態調査とその活用に向けた検討がなされた経緯があるが、その後、具体的な対策が講じられることなく現在に至っている。とりわけ上塩尻については、蚕種製造民家群の歴史的景観、文化財・産業遺産としての各民家を保全・活用の観点から再調査し、具体的な保全活用に向けた検討を進める対策が必要である。

以上の観点から以下の課題について簡略ながら報告をした。

(1)蚕種製造民家群の保全活用
(2)歴史資料の保全活用
(3)上塩尻歴史文化の次世代への継承	2022-01-18
	5	[image: 「銃後の完璧　体位向上の秋！本団体育大会　見よ堂々の戦華を」(『西塩田時報』第190号(1939年10月1日)1頁)]	「銃後の完璧　体位向上の秋！本団体育大会　見よ堂々の戦華を」(『西塩田時報』第190号(1939年10月1日)1頁)	当時行われた体育大会の結果の様子を掲載した記事。全体的な種目は現代とほぼ変わらないが、中には「手りゅう弾投げ」のような非常に軍事色のある種目も行われ、競い合っていたことが分かる。このようにスポーツにおいても戦争の色が濃くなっていることが示されている記事を地域ニュースとして保存されているのは歴史的に非常に価値があり、次世代への教訓にもなると感じた。	2021-12-14
	6	[image: 朝鮮人の結婚式（『西塩田時報』第4号(1924年4月1日)4頁）]	朝鮮人の結婚式（『西塩田時報』第4号(1924年4月1日)4頁）	私が興味を引かれたのは、「朝鮮人の結婚式」という記事。
これは朝鮮人の結婚形態を日本との違いも踏まえて紹介した記事だったが、興味を引かれたポイントはその内容ではなく、この記事が発行された年。
この記事が発行されたのは大正13年(西暦1924年)で、大正12年の朝鮮人大虐殺が起こった関東大震災の一年後だった。関東では朝鮮人への憎悪が残っていたであろうこの時代に、地方では朝鮮人の和やかな記事が出せたというのは、当時はそれだけ都市と地方が隔絶していて情報が行き届いていなかったのだろうか、とか、地方の人々はそもそも他人事で憎悪を感じていなかったのか、といういくつかの推測を私に抱かせた。
真偽のほどは不明だが、歴史的背景を含めて考察ができるというのも、貴重な価値を持つ文献だと思った。

この記事は以	2021-12-11
	7	[image: 地域キュレーション「上田探検」2021]	地域キュレーション「上田探検」2021	信州上田学A（2021年度後学期）の地域キュレーション課題「上田探検」に取り組んだ学生たちのアウトカムをご紹介します。

	上田とコンテンツツーリズム (りった)
　上田の観光事業への取り組みを知り、よりよい策を考える。
	別所温泉めぐり (あゆ)
　別所温泉街を巡り、気になるスポットを撮影する。
	塩田平をめぐる (オガサカ)
　別所温泉がどのような場所であるのか、歴史的背景や、地理的な側面から見たい。
	上田の歴史にふれる (崔)
　昔の上田は何があって、何をしていたのかを探求し今後の活動に活かす。
	

	2021-11-17
	8	[image: 不思議な街]	不思議な街	しばらく街を散策していると、突然辺りとは違う景観が見えてくる。柳町とよばれるそこは石畳や古めかしく美しい歴史的な景観を醸し出す通りであった。
信州味噌、と書かれた看板をよく見かけたので、なんだろう？と思っていたら、すぐ近くに工場があったので合点がいった。
まるでタイムスリップでもしたような気分になって、新鮮な気持ちだった。	2021-11-14
	9	[image: オンライン発表会「学生による附属図書館と地域・メディアの改善提案」記録：全部①～⑯]	オンライン発表会「学生による附属図書館と地域・メディアの改善提案」記録：全部①～⑯	長野大学／メディアプランニング論2021(企業情報学部クラスター科目)
オンライン公開発表会「学生による附属図書館と地域・メディアの改善提案」記録
発表者①～⑯＋講評

▼発表(YouTube)通しで再生 80分
[image: ]

▼地域情報メディア論2021解説（担当教員：前川道博） → 説明資料

▼発表１：カテゴリ1：長野大学附属図書館の課題摘出と改善提案
★発表①長野大学附属図書館の課題調査と考察 → 	2021-08-11
	10	[image: ⑮別所温泉を歴史的な面から観光]	⑮別所温泉を歴史的な面から観光	長野大学／地域情報メディア論2021
オンライン公開発表会「地域と地域メディアの課題」
発表者⑮別所温泉を歴史的な面から観光

▼発表(YouTube)
[image: ]

▼発表資料(PDF)
[image: ]	2021-08-10
	11	[image: 信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から]	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から（講演採録全文）
 講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
▼元の講演はコチラ
https://youtu.be/yS-xdWDMTwE?t=2779

 信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座 第2回
　2016年10月6日／まちなかキャンパスうえだ


【１】蚕糸業って何？　蚕種製造、養蚕、製糸

■そもそも蚕糸業とは？

　今回、この講座は、多くの方に、後からも学習していただけるように、ということで、オンデマンド配信することを想定していますので、全く初めての方がこれを見ると「えっ？　蚕糸業って何？」、そういう基本的な疑問ですね。これを最初の方は誰もわからないわけです。その辺のところも含めてお話をさせていただきたいと思います。
[image: ]	2021-07-15
	12	[image: 日本シルクロード講座・横浜編・ダイジェスト版]	日本シルクロード講座・横浜編・ダイジェスト版	
ダイジェスト版25分　2011年10月29日　会場：北仲BRICK（旧帝蚕倉庫事務棟、横浜）
提供：蚕都上田プロジェクト

横浜を訪ねて上田を知る。蚕都上田全盛時の生糸貿易とゆかりのある歴史的建造物「旧帝蚕倉庫」（信州の生糸が貯蔵された倉庫）の事務棟を会場に横浜と上田の人々がお互いの地域の歴史を学びあいました。

講座内容
(1)新しい地域学習のすすめ　講師：前川道博(長野大学准教授)、水島久光(東海大学教授)
(2)横浜開港と生糸貿易　講師：小泉勝夫(シルク博物館元部長)
(3)日本初の生糸輸出は信州上田から　講師：阿部勇さん(上田歴史研究会会長)
(4)上田と横浜の歴史アラカルト
　講師：前川道博＋水島久光　ゲスト：浦辺信子（上田藩松平家直系御子孫）

（撮影・編集　森田文和＠おらほ放送局）
※肩書	2021-07-11
	13	[image: 松本行きました]	松本行きました	松本城とても綺麗でした
綺麗な街並みで、街全体が景観を保っていてとても雰囲気が良かったです。
将来住むならこのような街に住みたいと思いました。	2021-05-06
	14	[image: 安楽寺]	安楽寺	安楽寺では、ご本尊に釈迦牟尼仏。
両脇に文殊と普賢の菩薩をまつっている。

本堂に突き当たって左の階段から国宝八角三重塔へ向かうことができる。
参道沿いには重要文化財や記念碑が並ぶ。

安楽寺は禅宗としては、鎌倉の建長寺と並んで日本では最も古い臨済禅宗寺院の一つです。
1588年頃、高山順京が曹洞宗に改めました。

高い山の上でひっそりとたたずむ安楽寺には神秘感が漂います。

かやぶき屋根で厳かな雰囲気の安楽寺に心が浄化されます。	2021-05-05
	15	[image: 七苦難地蔵尊堂]	七苦難地蔵尊堂	別所温泉駅から北向観音境内に向かう道の途中にある立派な地蔵尊堂。

北向観音の別当である安楽寺の地蔵尊をこの場所に設置し七苦難地蔵尊として祀ってある。

地蔵尊堂でこれほど立派なものは見た事がなく驚いた。
地蔵尊堂にはたくさんの名札が貼られていた。
お供え物もしてあり、別所温泉の地域の人々に大切に、愛されていることがわかる。	2021-05-05
	16	[image: 温泉薬師瑠璃殿]	温泉薬師瑠璃殿	別所温泉北向観音境内にある温泉薬師琉璃殿。

この温泉薬師は伝説には行儀菩薩の創建、慈覚大使の再建と言われているが、以前の一は今の「大師湯」の西隣にあったそう。

1741年湯川の氾濫によって薬師堂は流され1743年から再建を湯本講中で計画したとのこと。

現在も残る建物は1809年に湯川講中の積立金により再建された。

崖に建てられた薬師堂であるがその安定感に驚く。
建設の方法に昔の人の知恵が絞られているのではと思う。	2021-05-05
	17	[image: 上田蚕種-2]	上田蚕種-2	　上田蚕種協業組合事務棟の説明文。建物の特徴について説明されている。上田蚕種株式会社は時代の進行に伴って蚕糸の中心地から軍需工場、そして戦後の名称変更等、様々な役割を担っていた。このような建物の存在は、主に20世紀における上田の様相の変化を知るうえで重要であると考える。	2021-05-05
	18	[image: 上田蚕種-1]	上田蚕種-1	　上田蚕種協業組合事務棟の写真。この建物は、1916(大正5)年に上田蚕種株式会社として建てられた。上田蚕種株式会社は、上田蚕糸専門学校(現・信州大学繊維学部)や小県蚕業学校(現・上田東高校)を抱える上田市常田に設立され、上田蚕糸の中心地として機能した。戦後に協同組合及び協業組合として一時名称が変更されたが、2003(平成15)年に再び株式会社の名が復活した。協業組合時代に建物が国の登録有形文化財に指定されたため、この名になっている。	2021-05-05
	19	[image: 保野の市神]	保野の市神	今回の街歩きで初めて発見したが、上田に住んで以来の疑問を解決できる発端になった。保野という地域では、昔に市場が開かれておりその市場ががあった跡である。市神とは市場が安全に開かれるために見守る神様のことである。夏場にこの地域にお神輿があるが、地域の伝統的なお祭りが開かれていることに関連していると思った。	2021-05-03
	20	[image: 上田警察署保野分署跡]	上田警察署保野分署跡	塩田郵便局近くの細い道にある跡である。以前から存じていたが、じっくり見ることはなかったため選んだ。明治時代にこの場所に分署があり、非常に短い期間ではあったものの現在でも跡が残っていることに関心を持った。かなり広い範囲の分署であったことから、地域の住民の方々に密接にかかわっていたのではないかと推測した。	2021-05-03
	21	[image: 上田城跡公園]	上田城跡公園	上田城とその周辺の石碑・石像、自然。全体的に緑が多く、池などもあったため夏に来ると涼しげだった。歴史的な建物を詳しく知るためというよりかは、観光を楽しむのが適している。歴史を学ぶなら博物館へ行くのが良いだろう。	2021-05-03
	22	[image: 長福寺]	長福寺	生島足島神社に隣に建つ長福寺は平安時代の康保2年（965）創建で、創基は祐存上人と伝えられています。境内の一隅にある八角円堂は奈良、法隆寺の夢殿を模して、二分の一の縮尺で建てられた美しい御堂で、信州夢殿と呼ばれて親しまれています。	2021-05-03
	23	[image: 長福寺]	長福寺	1625年に金蓮寺覚裕が土生町にあった長源寺の堂舎を移転し、長福寺と改め開山された場所です。
長福寺には「お参りして下さった皆様がみんな仲良く笑顔で暮らせますように」という意味を持つ「なかよし地蔵」があり、とても可愛らしいものでした。
生島足島神社のすぐ近くにあり、向かった際に立ち寄ってみてはどうでしょうか。	2021-04-25
	24	[image: 上田市　手塚地区について]	上田市　手塚地区について	手塚(てづか)は上田市の西塩田に位置する地区である。付近には独鈷山があり、ため池も多く、別所温泉も近い。

手塚の地名の由来は、伝承によると、奈良時代に塩焼王が反乱を起こして当地に流罪となったが、再び勢力を挙げて反乱を企てたため、最終的に坂上田村麻呂によって討伐され、その塩焼王の怨霊を恐れた当地の人々によって両手を埋葬された事に由来するとされる。なお、この塩焼王の両手を埋葬した場所が、現在も「王子塚古墳」として残っている。

平安時代にはこの地より手塚氏が出て、手塚光盛が源義仲の家臣として活躍した。後に、この手塚氏からは江戸時代に水戸藩に仕えた手塚良仙光照という蘭方医
がおり、さらに、日本漫画界の巨匠である手塚治虫もこの手塚氏の系統だとされる。

手塚の地名の由来にこれほど偉大な歴	2021-02-27
	25	[image: ２０年度ゼミ活動]	２０年度ゼミ活動	私の本年度の主な取り組みは、昨年度に行なわれた上田市の西部地域まちづくりの会の方々と地域の魅力を再発見とともに地元の知らなかった歴史を探求するフィールドワーク「まちあるき」の動画制作（西部地域デジタルマップサイトへ投稿）です。

動画作成の目的は、住民の方々に向けた地域への興味関心を持つ架け橋の一つとなることです。コンテンツの形態は多岐にわたりますが、現在はわかりやすさや影響力、手軽に利用できるものとして動画が効果的であると考えたからです。

現在、西部地域の住民自治の方々は、部会員の方々一人一人が地域に関して発見した書物、地域の歴史的スポットを写真で撮影してデジタルコモンズで情報共有を行っています。このような能動的に地域に関わる意識が特定の人たちではなく、住民全体に広がるこ	2021-02-02
	26	[image: 私の地域探求テーマ一覧(情報通信文化論2020)]	私の地域探求テーマ一覧(情報通信文化論2020)	長野大学の講義科目「情報通信文化論2020」（講義担当：前川道博）では、情報通信文化の根幹をなす文化伝承・知識伝承を概念的に学ぶだけではなく、受講生たちに自ら文化伝承・知識伝承による「キュレーション型」の学びを実践してもらいました。地域循環型社会にシフトしつつ現代においては、自ら問いを立て、一次資料に当たったり、地域に赴いて自ら得たデータを新たな一次資料とし、主体的に探求していくことが求められます。その学習プロセスが文化伝承・知識伝承に他なりません。
それらの課題探求テーマと成果を以下のマイサイトからカテゴリ「私の地域探求」を選んで御参照ください。

＜私の地域探求テーマ一覧＞
1 舌喰池の名前の由来(LGTMのサイト)
2 	2021-01-28
	27	[image: ハート形土偶]	ハート形土偶	【作品】
ハート形土偶

【所在地】
群馬県高崎市

【作品説明】
大きさは約30㎝、ハート形をした顔が特徴的である。この形の土偶が発掘されたのがこの土偶が全国初で、それ以降は各地で発見されているようだ。ハート形の部分は顔なのか仮面なのかは不明だが、女性像であるといわれており、様々な曲線は妊娠線・産道を表現していると考えられている。歴史的にも芸術的にも評価され、1965年に重要文化財に指定された。

【参考資料】
・東京国立博物館：https://www.tnm.jp/modules/r_exhibition/index.php?controller=item&id=4512
・My rock town 東吾妻：https://myrocktown.com/event/148	2021-01-27
	28	[image: えんぎや京町家]	えんぎや京町家	1枚目が現在、2枚目が2012年の外見を表した写真である。
この建物は全くというほど変化がないことが分かる。このお店は居酒屋だが、歴史的でとてもおしゃれな建物のように感じる。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-23
	29	[image: やまぎわ薬局]	やまぎわ薬局	1枚目が2012年、2枚目が現在の外見を表した写真である。
この薬局も外装が古くなっていることから、塗装しきれいになっていることが分かる。古い外見のまま残すのも歴史的であり魅力があるが、外装塗装をするのもまた雰囲気が変わるため、このように写真で比べると塗装も悪くないと感じる。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-20
	30	[image: 松尾町商店街について]	松尾町商店街について	歴史的変遷の説明の前に、まず松尾町商店街について調べたことを少し紹介しようと思う。

松尾町が誕生したのは明治21年(1888年)であり、今年で133年目を迎える。別名真田坂とも呼ばれている。上田市の玄関として、これまで多くの人が行き来している商店街である。
また、松尾商店街についての情報がまとめられたフリーペーパーがある。2005年から発行されており、今現在も発行され続けている。そのホームページもあり、誰でもネット上で見ることができるため、興味がある方はぜひ見てみて欲しい。

今回改めて自分の目でも松尾町商店街を見てみたが、長い歴史がありこれまでたくさんの人に親しまれてきた商店街と知り、この商店街は上田市にとってとても大切であり欠かせない存在であると感じた。

【参考文献】
フリーペーパー真田坂ホ	2021-01-20
	31	[image: 群馬県から出土した歴史的遺産]	群馬県から出土した歴史的遺産	〇地域探求テーマ
‐群馬県から出土した歴史的遺産

〇選んだ理由
‐群馬県は国宝・国指定重要文化財に指定されている埴輪の45％を出土していたり、大型古墳数が全国4位を誇る程歴史的遺産が多く出土していたりと県民が誇れるほどの古墳県である。実際私が通っていた小学校の敷地内にも古墳があり、『蛇塚古墳』といいおおよそ6世紀後半の遺跡であった。そこから出土した馬型埴輪は重要文化財に指定されている。そのため群馬から出土した歴史的遺産は他にどう言ったものがあるのか興味を持ったから。

〇探求・アウトプット化内容
‐出土した遺産(文化遺産等に指定されているものを中心に)の種類・そのものの歴史的背景・それから考えられる地理的歴史的特徴
‐出土したモノから歴史を辿る面白さ・個人の地域の歴史的遺産について知る	2020-12-21
	32	[image: 松尾町商店街の歴史的変遷]	松尾町商店街の歴史的変遷	この探求テーマを選んだ理由は、私自身生まれも育ちも上田で、長年上田に住んでいることから、昔のから今現在までの地元の街の歴史の変化について知りたいと思ったからである。しかし、上田市全体となるとなかなか調べきれないため、今回は通勤者や通学者など比較的多くの人が通ったりする松尾商店街に焦点を当てて、歴史的変遷を調べていきたいと思う。

歴史的変遷ということで、主に上田駅の目の前にある松尾町商店街を中心に街の様子はどのように変化してきたのかを調べて、場所ごとに細かくその変化が分かる写真をマイサイトに投稿していきたい。

具体的な資料については、ネット上で歴史の変化が分かる地図や資料などをもとに調べていきたいと考えている。	2020-12-16
	33	[image: 抜け切れぬ弊習　村議戦を顧みて (『西塩田時報[戦後]』第5号(1947年5月20日)1頁)]	抜け切れぬ弊習　村議戦を顧みて (『西塩田時報[戦後]』第5号(1947年5月20日)1頁)	この記事は、地方村初めての民主選挙の不完全性や不足点を列挙しているというものだ。この記事の面白い点は、歴史的な変遷の形を地方の目線から見ているということだ。

選挙制度の整備や選挙運動の問題といった改革直後の甘さを感じさせている点は面白く、また歴史的な目線でも学習になる。女性の候補者の問題も今にも名残を感じる課題として歴史を感じた。

こういった戦後の不安定な状況からいかにして立ち上がっていったのかここからの興味が尽きない素敵な記事である。
▼この記事は以下から参照できます。
#989 『西塩田時報[戦後]』第5号(1947年5月20日)1頁	2020-12-09
	34	[image: まとめ]	まとめ	上田市の歴史的なものとして、どうしても真田の印象が強くなるが、蚕もそれと対等に近いと、今回の探検で感じた。蚕の印象を根付かせる策は何かないのだろうか。	2020-11-19
	35	[image: 上田探検2まとめ]	上田探検2まとめ	上田探検２では、馬肉うどんを食べた後まず飯島商店を訪れ、その後海野町商店街や柳町を散策し、最後に見晴らしの丘展望台を目指した。見晴らしの丘展望台は途中で道に迷い行けなかったが、それまでに写真がかなり多く撮れたので非常に実りのある探検となった。探検について思ったことは、まず上田にはかなり歴史的な建物が多く残されていると感じた。また、商店街なども思ったより活気があった。	2020-11-04
	36	[image: 上田城]	上田城	ここに来るのは2回目。自然が豊かでとても清々しい。
歴史的なものも感じる気がした。	2020-11-04
	37	[image: 柳町の水路]	柳町の水路	柳町のおしゃれな雰囲気作りに一役買ってるであろう苔の生えた水路。

苔が生えていると言うことは日頃近隣の住民が利用しているのだろうかと疑問に思い調べてみたところ、上田市の都市計画に「歴史的まちなみの保存・活用」という項目があり、景観水路の整備を行い実用性と見栄えを両立していることがわかった。	2020-11-04
	38	[image: 商店街当たりの街並みとまとめ]	商店街当たりの街並みとまとめ	看板がたくさんあって良い意味でごちゃっとした感じの
雰囲気がとてもよかった。

上田市散策を通して以前よりは上田市について詳しく
なれたと考える。自分の町と比べて観光地として
整っているところも多く、歴史的建造物も見ることが
でき、魅力がたくさんある場所だと純粋に感じた。
特に上田駅周辺の商店街のお店の人達がとても感じの
いい人が多く地元のような温かみを感じることが出来た。	2020-11-03
	39	[image: 柳町]	柳町	柳町は戦国時代上田城の城下町として栄えました。
現在も石畳の道路や長屋など昔の街並みが残っていて雰囲気があり、思わず写真を撮りたくなっていまう外観でした。また、「犬神家の一族」のロケ地にもなったそうです。
地酒・信州そば・ワイン・酵母パンなど地域グルメを中心としたお店が並んでおり、雰囲気ある歴史的な街並みと上田の地域グルメを一度に楽しめる場所でした。	2020-11-03
	40	[image: 紅葉]	紅葉	上田城の魅力は歴史的建造物のみではありません。もう一つの魅力は紅葉です。私たちの行った時にはまだ色づいているのが一部でしたが全てが色づいた時にはとてもきれいな紅葉になる事間違いなしです。
京都に紅葉を観に行きたいと言う気持ちにさせてくれる場所です。	2020-11-01
	41	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	生島足島神社の正門近くにあった柱。生島足島神社は、上田市下之郷にある神社で、神社である傍ら、武田家臣団が信玄への忠誠を誓約した起請文である生島足島神社起請文が残されているなど歴史的にも重要な施設となっているため、国の重要指定文化財に指定されている。その中でも、神社内にある歌舞伎座の建物の外観や内部が非常に独特であり、歴史を感じた。	2020-10-21
	42	[image: 上塩尻　蚕種製造民家まちなみウオッチング]	上塩尻　蚕種製造民家まちなみウオッチング	私の所属するJIA（日本建築家協会）長野県クラブと、長野大学前川道博研究室において、上田市上塩尻地区に残る蚕種製造民家や歴史的な街並みの見学会が行われました。全国的にも珍しい民家建築が多く残るこの地の未来に向けた保全や活用方法を考えるきっかけとして、企画されたもので、詳しくはJIA長野県クラブのHPの会員レポートをご覧ください。
https://jia-nagano.com/blog/9487.html	2020-08-07
	43	[image: 法住寺虚空蔵堂]	法住寺虚空蔵堂	虚空蔵堂（こくぞうどう）は平安時代に創建されたと伝えられる天台宗の古刹（こさつ、古い寺）・法住寺の信仰の中心となっています。堂名の虚空蔵が部落名になっているほど地域信仰の中心となってきました。

選んだ理由としては国の重要文化財に指定された程大切な建物で、もちろん依田窪（よだくぼ）地方最古の建物であることから行ってみたいと思ったからです。	2020-08-06
	44	[image: 天台宗別格本山　北向観音]	天台宗別格本山　北向観音	北向観音堂は、平安時代初期の天長2年（825年）、比叡山延暦寺座主の慈覚大師円仁により開創された霊場です。安和2年（969年）、平維茂は一山を修理し、三楽寺、四院、六十坊を増築したと伝えられています。寿永元年（1182年）には源平争乱の中、木曾義仲の手により八角三重塔と石造多宝塔を残して全て焼失してしまいますが、源頼朝の命のもと伽藍復興がおこなわれ、建長4年（1252年）、塩田陸奥守北条国時により再興されました。堂が北に向いているのは、わが国でもほとんど例がありません。

選んだ理由としては北向観音堂は全国的に珍しい建物で面白さがあると思ったからです。	2020-08-06
	45	[image: 前山塩野神社拝殿及び本殿]	前山塩野神社拝殿及び本殿	独鈷山〔とっこざん〕の北の山麓に位置し、その古さを物語る大きく深い森につつまれた神社が前山の塩野神社です。神社の前には太鼓橋がかかっていますが、その下には独鈷山の清らかな湧き水が滝となって流れ、それがやがて本流の産川と合流して塩田平を潤〔うるお〕しています。

この建築物を選んだ理由としてはこの神社には建物の歴史と言える棟札が、文明年間より今日まで30枚そろっていることや「甲子〔きのえね〕大祭」といって60年毎の神事が継続され、盛大に行われているため、いつか行ってみたいと思ったからです。	2020-08-06
	46	[image: 安楽寺八角三重塔]	安楽寺八角三重塔	安楽寺にある木造八角三重塔は、木造の八角塔としては全国で一つしかないという貴重な建築で、長野県では一番早く「国宝」に指定されました。「国宝」といえば、「世界的にみて国民の宝とすべきもの」(「文化財保護法」）となっていますので、この塔は長野県が世界に誇る貴重な文化財ということになります。

この建築物を選んだ理由としてはふつうの塔は四角のものですが、この塔は「八角形」であるという希少性から、他の人にも知ってほしいからです。	2020-08-06
	47	[image: 第二代上田市長・勝俣英吉郎の像]	第二代上田市長・勝俣英吉郎の像	上田が興隆した背景には蚕糸業の興隆があります。蚕糸業で発展した上田は1919年に市制を施行し、その頃から「蚕都上田」と呼ばれるようになってきました。歴代市長の政治的貢献も顕彰すべきものでしょうが、歴史的には第３代・成澤伍一郎、第４代・伊藤傳兵衞のネームバリューの大きさからかどうも第１代、第２代の影が薄いのは否めません。

市制施行からもかれこれ100年近くが経ち、当時の市長を知る人などはこの世に存在しなくなりました。上田城跡公園の中にひっそりと佇む銅像があります。それが、第２代市長・勝俣英吉郎の像です。

勝俣こそ蚕都上田の絶頂期に市長を務めた人物です。1929年の世界恐慌で蚕糸業のみならず、日本が一挙に大不況に陥った直後の1930年に逝去したというあたりも不思議に象徴的です。

この顕彰像、面白	2020-07-18
	48	[image: 上塩尻元宿・蚕室民家の佇まい、清水さん宅]	上塩尻元宿・蚕室民家の佇まい、清水さん宅	2018/11/05、上塩尻・元宿の清水さん宅を訪れました。元宿は上塩尻の中心である北国街道沿いの大村とは違い、千曲川沿いの平坦な土地に広がる区域です。かつて千曲川の大洪水により壊滅的な被害を受けた歴史的背景があります。その一方で、千曲川の上流から運ばれる肥沃な土砂が桑の栽培に適し、この地の蚕種製造を育みました。この条件は千曲川沿いに広がる下塩尻にも共通しています。

清水さん宅の主屋は上田市の調査資料によると明治28年に建てられたらしい。蚕種製造民家の多くが明治20年代に建てられています。門の構えも立派です。中庭も丁寧に手入れがされて、屋敷全体の佇まいが美しい。家の品格というものを感じます。

清水さん宅の敷地からは上塩尻の中心の集落が遠望できます。背後に虚空蔵山系の山が一望できます。蚕種製造	2020-07-18
	49	[image: 上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する]	上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する	2018/08/18、上田市上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する会を開きました。長野大学前川研究室、上塩尻自治会、上塩尻今昔の会の連携で実施したものです。地元上塩尻の方々を中心に、建築や歴史文化の専門の方などが加わり20名ほどが参加しました。

幕末から近代にかけて日本の産業を牽引した蚕糸業の中でも、長野県は蚕糸王国と呼ばれるほどに近代日本の殖産興業に貢献をしました。その中で上田小県は蚕都上田と呼ばれ、その中心地の一つでした。とりわけ上塩尻を中心とした塩尻地区は蚕種製造の一大中心地となり、江戸時代から幾人もの優れた蚕種製造家を輩出した他、各家が蚕種製造業を営んでいました。その当時の蚕種製造民家は現在もなお数多く残り、「蚕種製造民家群」という全国的にも稀有な歴史的景観地区となっています。

	2020-07-18
	50	[image: まちあるき「魅力新発見 蚕種の里・上塩尻を歩く」]	まちあるき「魅力新発見 蚕種の里・上塩尻を歩く」	2019/06/30上田市観光協会主催の上塩尻まちあるきに同行してきました。このまちあるきの企画は観光協会さんからご相談を受け、上塩尻の方々のご協力もいただいて実施したものです。

「観光地」のまちあるきではなく、歴史文化の素晴らしい地域資源を市民の皆様に触れていただく機会を提供し、地元をより深く知ってもらうことがねらいの一つです。

大雨が懸念されましたが、幸い、雨はやんだだけでなく、日差しが照り付け気温30度を超える過酷な気候条件でのまちあるきとなりました。

上塩尻の藤本蚕業歴史館に参加者が集合。私からも挨拶をさせていただきました。藤本蚕業歴史館を見学した後、藤本の蚕室を見学。「埋薪」（まいしん）という言葉を皆さん初めて接したようです。その後、加賀の殿様が参勤交代で使用した厠のある清水さ	2020-07-18
	51	[image: 「UEDA SILK展」で気づく上田紬のカジュアル感]	「UEDA SILK展」で気づく上田紬のカジュアル感	2019/9/27、上田市武石にある武石ともしび博物館に「UEDA SILK展」を見に行ってきました。8/2～10/27の期間開催されています。

武石ともしび博物館は武石地区の小高い丘の上にあり、立派な日本庭園を備えた回遊式の博物館です。大きく３棟に分かれています。

「UEDA SILK展」では上田紬をメインに、上田の蚕種・養蚕などに関わる展示もされていました。上田紬の展示は、小岩井紬工房の小岩井カリナさんの作品を中心に構成されていました。「紬」と言えば、結城紬、大島紬が有名です。「日本三大紬」と呼ばれることもあります。では３つ目の紬はと言うと、地元上田の方でも知らない方がいます。もちろん「上田紬」です。なぜ、結城紬、大島紬に対して、上田紬の知名度が低いのか。上田の活性化ということからも、地元の伝統工芸の発展ということ	2020-07-18
	52	[image: 上田の伝統を学ぶ(上田探検1)]	上田の伝統を学ぶ(上田探検1)	ねらい　探検を通して、まだ知らない上田の街を知る。特に、伝統に関わりのあるものを見つける。
今回は下之郷～塩田あたりを歩いて探した。
いきなり伝統に結び付けるのは困難だと判断したため、歴史的建造物を中心に探求を行った。	2020-06-23
	53	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	常田館製糸場は1900年(明治33年)から約120年間操業しましたそして、明治日本の産業遺産として現存する建築物の歴史的価値が評価され、現在は国の重要文化財に指定されています。
。そして、常田館製糸場のほかにも上田市には糸に関連した町や遺産があることが分かった。	2020-06-23
	54	[image: 北国街道　柳町を歩く]	北国街道　柳町を歩く	北国街道　柳町のそれぞれの店の歴史や特徴などを知り、上田の歴史的スポットの活性化を手伝うねらいがある。
今回、初めて出会った地域の人達の助けをしたい	2020-06-11
	55	[image: 楽茶レンガ館]	楽茶レンガ館	明治時代に流行した施釉煉瓦がとても美しい建物となっております。
この建物は現在「楽茶レンガ館」というレストランとなっています。明治45年では信濃中牛馬合資会社」という運送会社でした。その後、国登録有形文化財になり、昭和34年に善光寺郵便局になりました。平成に入ってからは長野市物産館として様々な人に親しまれてきましたが物産館は閉鎖となる。そして現在、フレンチレストランとして地元の方々から愛されています。	2020-05-26
	56	[image: 田安門]	田安門	徳川家16代目の徳川家達の屋敷に置かれていた門です。家達は東京に移住したもののこの門は静岡に残され、その後の静岡大空襲でも滅びることがありませんでした。
現在は私の母校の高校の門として利用されています。そのような歴史ある門が母校にあることを誇りに思います。	2020-05-25
	57	[image: 静岡浅間神社]	静岡浅間神社	徳川家康とゆかりが深い神社で、徳川幕府の指示によって造営されたものです。静岡を代表するお祭りの1つである廿日会祭が開催される神社として知られています。
明治時代に別々の家で管理されていた3つの神社が、1つの神社となったことが面白いなと思います。	2020-05-25
	58	[image: 久能山東照宮]	久能山東照宮	晩年を駿府で過ごした徳川家康が埋葬された神社で、国宝にも認定されています。明治時代以降50年に一度社殿を始めとした諸建造物の漆塗り替えが行われています。
東照宮までには1159段の階段があり、「いちいちご苦労さん」と呼ばれていることに市民の親しみを感じます。	2020-05-25
	59	[image: 登呂遺跡]	登呂遺跡	日本で初めて発見された弥生時代の水田跡の遺構です。
火起こしなどを体験することができ、弥生時代の人の生活を感じることが出来ます。
第二次世界大戦中の軍需工場建設の際に発見されたということに驚きました。	2020-05-25
	60	[image: 前山寺]	前山寺	前山寺は、塩田平の札所のひとつ。真言宗智山派のお寺で、弘法大師が修行の場として創ったとも言われる由緒あるところです。特に有名なのが「未完成の完成塔」と呼ばれる三重塔。室町時代に建てられたという塔を見に、多くのお客さんが訪れます。
未完成の完成塔と表現されているだけとても趣のある建物のため、選ばせてもらいました。	2020-05-25
	61	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	下之郷にある「生島足島神社」です。初詣や七五三などに限らず、一年中お参りする人が絶えない人気スポットです。諏訪大社と同じように７年目ごとに行われる「御柱祭」は、地域挙げての行事でとてもにぎやかです。お祀りされているのは「生島」「足島」の２柱の神様。宮中にも祀られていて、日本国土を生成したとされる神様のお仲間です。
上田市の中で一番大きく、歴史のある神社のため選ばせてもらいました。	2020-05-25
	62	[image: 保野五班集会所]	保野五班集会所	何が行われていたのか気になる建物があったので写真を撮った。何か緊急のことが起きた時に住民に知らせる鐘もあった。
五班ということは一から四班もあるのか探してみたいと思う。	2020-05-25
	63	[image: 生島足島神社　大鳥居]	生島足島神社　大鳥居	名前の通り、生島足島神社の鳥居です。
周りの開けた地形が、鳥居の存在感を
よりいっそう引き立てています。
隣には、奉建の沿革や鳥居の規模を記したものが
設置されていました。
早朝に撮影したので、朝日をバックに撮影しました。	2020-05-25
	64	[image: やきもの散歩道]	やきもの散歩道	愛知県知多半島の常滑市にあるやきもの散歩道は、中心市街地の小高い丘にある特に人気の観光スポット。
常滑駅から徒歩で5〜10分にある陶磁器会館が出発点です。
ここで入手したパンフレットを片手に、迷路のような路地の散策をお楽しみください。
 やきもの散歩道Aコースは、1.6kmで所要時間は約60分。
レンガ造りの煙突や窯、黒塀の工場、陶器の廃材利用の坂道など、独特の雰囲気と歴史を伝える空間を歩きます。
 やきもの散歩道Bコースは、4kmで所要時間は約2時間30分。
常滑焼の歴史や産業観光施設のINAXライブミュージアムなど見学施設は盛りだくさん。A・B両コースとも買い物が楽しめます。「美しい日本の歴史的風土準100選」平成19年3月選定
されている常滑の魅力が詰まった場所です。	2020-05-24
	65	[image: 下塩尻　庚申塔]	下塩尻　庚申塔	庚申塔（こうしんとう）は、庚申塚（こうしんづか）ともいい、中国より伝来した道教に由来する庚申信仰に基づいて建てられた石塔のことを言います。庚申講を3年18回続けた記念に建立されることが多いそうです。塚の上に石塔を建てることから庚申塚、塔の建立に際して供養を伴ったことから庚申供養塔とも呼ばれています。

出典：庚申塔 - Wikipedia
庚申という言葉もその歴史についてもあまり知る人は少ないのではないかと思います。実際に調べてみると多くの歴史があり、様々な情報があるため歴史的に興味が持てます。他の都道府県にもあるため、実際にその場へ赴き、どういった歴史があったのか調べたくなります。	2020-05-21
	66	[image: 水天宮]	水天宮	下塩尻字日月地籍に舟人の守護神、水の神、安産の神として水天宮が祀られています。千曲川水系では比較的大きな社殿と言われ、毎年9月には神主が来場して区民が例祭を行っています。
出典：『上田 しおじり』／塩尻地区近代化遺産活用ガイドブック編集委員会／ 発行 上田市教育委員会 2003年3月

少子化という地域課題がある中でこういった神様が祀られていることにより地域の方々に安心と安寧を与えているという歴史的な効果が素晴らしく、興味を持たせてくれる。	2020-05-21
	67	[image: 上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する]	上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する	2018/08/18、上田市上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する会を開きました。長野大学前川研究室、上塩尻自治会、上塩尻今昔の会の連携で実施したものです。地元上塩尻の方々を中心に、建築や歴史文化の専門の方などが加わり20名ほどが参加しました。暑いとは言え、連日の猛暑からは解放されたように秋めいた爽やかさが感じられる一日となりました。

全国的にも稀有な蚕種製造民家群

幕末から近代にかけて日本の産業を牽引した蚕糸業の中でも、長野県は蚕糸王国と呼ばれるほどに近代日本の殖産興業に貢献をしました。その中で上田小県は蚕都上田と呼ばれ、その中心地の一つでした。とりわけ上塩尻を中心とした塩尻地区は蚕種製造の一大中心地となり、江戸時代から幾人もの優れた蚕種製造家を輩出した他、各家が蚕種製造業を営んで	2020-05-10
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